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知
財
の
種
類
ご
と
に
整
理
す
る

知
的
財
産
と
サ
プ
ラ
イ
チェ
ー
ン

管
理
を
め
ぐ
る
問
題
点

第１章
【
こ
の
章
の
エ
ッ
セ
ン
ス
】

●
知
財
経
営
の
進
展
に
よ
り
、知
財
は「
守

る
」対
象
か
ら「
使
わ
せ
な
が
ら
守
る
」

対
象
へ
と
変
わ
っ
た
。

●
リ
ス
ク
の
現
れ
方
は
知
財
の
種
類
ご
と

に
異
な
り
、特
に
営
業
秘
密
と
特
許（
改

良
発
明
）が
要
注
意
で
あ
る
。

●
生
成
Ａ
Ｉ
と
海
外
取
引
が
、種
類
横
断

的
に
リ
ス
ク
を
増
幅
さ
せ
て
い
る
。

な
ぜ
い
ま
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
知
財
管
理
か

⑴　
知
財
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
潮
流

知
財
・
無
形
資
産
ガ
バ
ナ
ン
ス
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
い
う「
知
財
・
無
形
資
産
」は
、

特
許
権
・
商
標
権
等
の
知
的
財
産
権
に
と

自
社
の
コ
ア
技
術
が
、
い
ま
何
社
の
取
引
先
に
渡
っ
て
い
る
か
―
―
即
答
で
き
る
経
営

者
は
、
実
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。

企
業
価
値
の
源
泉
と
し
て
知
的
財
産
・
無
形
資
産
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。

２
０
２
１
年
6
月
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
に
よ
り
、
上
場
企
業
は

知
財
投
資
・
活
用
戦
略
の
開
示
と
そ
の
取
締
役
会
に
よ
る
監
督
を
求
め
ら
れ
、
こ
れ
を

受
け
た「
知
財
・
無
形
資
産
ガ
バ
ナ
ン
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
内
閣
府
・
経
産
省
、
Ｖｅｒ
２・

０
、２
０
２
３
年
３
月
）は
、
特
許
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
自
社
で
抱
え
込
む
の
で
は
な
く
、
ラ

イ
セ
ン
ス
や
外
部
連
携
を
通
じ
て
価
値
化
す
る
方
向
を
打
ち
出
し
た
。

も
っ
と
も
、
知
財
を「
使
わ
せ
て
」価
値
化
す
る
経
営
は
、
必
然
的
に
自
社
の
知
財
が

社
外
に
出
て
い
く
場
面
を
増
や
す
。
製
造
委
託
、
共
同
開
発
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
、
デ
ー
タ
提
供

―
―
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
至
る
と
こ
ろ
で
、
図
面
、
製
法
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
デ
ー
タ
が

取
引
先
に
渡
っ
て
い
る
。
そ
の
リ
ス
ク
は
統
計
に
も
表
れ
始
め
た
。
警
察
庁
に
よ
れ
ば
、

営
業
秘
密
侵
害
事
犯
の
検
挙
は
令
和
7
年
中
で
38
事
件
と
過
去
10
年
で
最
多
を
記
録
し

た
。
漏
え
い
ル
ー
ト
の
首
位
こ
そ
外
部
か
ら
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃（
36
・
６
％
）だ
が
、「
取

引
先
や
共
同
研
究
先
を
経
由
し
た
漏
え
い
」も
11
・
５
％
を
占
め
、
２
０
２
０
年
度
調
査

の
２・７
％
か
ら
大
幅
に
増
え
て
い
る（
Ｉ
Ｐ
Ａ・実
態
調
査
２
０
２
４
）。サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
経
由
の
流
出
は
着
実
に
増
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
提
供
し
た
情
報
が
生
成
Ａ
Ｉ
の
学

習
に
取
り
込
ま
れ
る
、
海
外
取
引
先
経
由
で
技
術
が
流
出
す
る
と
い
っ
た
新
し
い
リ
ス

ク
も
加
わ
っ
た
。

本
特
集
は
、
上
場
企
業
の
経
営
・
経
営
企
画
・
法
務
部
門
の
担
当
者
が
、
法
務
部
門
・

外
部
専
門
家
と
連
携
し
て
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
た
め
の「
見
取
り
図
」を
提
供
す
る
も

の
で
あ
る
。深
い
法
律
論
に
は
立
ち
入
ら
ず
、実
務
上
の
落
と
し
穴
を
中
心
に
概
観
す
る
。

ま
ず
、
次
の
３
つ
の
問
い
に
答
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

①　
自
社
の
コ
ア
技
術
・
デ
ー
タ
が「
ど
の
取
引
先
に
・
何
を
根
拠
に
」渡
っ
て
い
る
か
、

一
覧
で
き
る
か

②　
「
共
同
開
発
の
成
果
は
共
有
」と
い
う
契
約
で
、
自
社
が
損
を
す
る
可
能
性
を
検

討
し
た
こ
と
が
あ
る
か

③　
取
引
先
の
担
当
者
が
、
提
供
し
た
図
面
を
生
成
Ａ
Ｉ
に
入
力
し
た
ら
―
―
そ
れ

を
止
め
る
契
約
に
な
っ
て
い
る
か

１
つ
で
も
即
答
で
き
な
け
れ
ば
、
本
特
集
は
役
に
立
つ
は
ず
で
あ
る
。

ま
た
、
本
特
集
で
は
、
次
の
共
通
設
例
の
Ａ
社
の
場
面
を
各
章
で
参
照
す
る
。

【
共
通
設
例
】製
薬
会
社
Ａ
社
は
、
自
社
の
コ
ア
技
術
で
あ
る
原
薬
の
製
法（
一
部
は
特

許
化
済
み
、中
核
部
分
は
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
秘
匿
）を
製
造
委
託
先
Ｂ
社
に
開
示
し
、

製
品
の
製
造
を
委
託
し
て
い
る
。
製
造
過
程
で
は
、
Ｂ
社
の
現
場
改
善
に
よ
っ
て
新

た
な
製
造
ノ
ウ
ハ
ウ
も
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。


